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偶発記憶における自己選択効果と選択基準
―生存欲求規準と親和欲求規準―

豊田弘司（追手門学院大学）

キーワード：自己選択効果，生存欲求，親和欲求

参加者が自己選択した記銘語が，強制選択され

た語よりも再生率が高い現象を自己選択効果と呼

ぶ。豊田ら（ ）は，明確な選択規準によって

選択された語が認知構造へ統合されることにより，

自己選択効果が生じるという統合仮説を提唱した。

この説の妥当性は多くの研究において確認されて

いる（豊田・小林， 豊田

）。

（ ）によるサバイバル処理の

他の処理に対する優位性から，サバイバル処理に

対応する生存欲求規準が他の選択規準よりも記憶

を促進することが予想される。豊田（ ）はこ

の予想に対応する生存欲求規準が快・不快規準よ

りも再生率の高いことを示した。

本報では， （ ）による欲求階層構造

の最下層に位置する生存欲求規準と，その上に位

置する親和欲求規準による自己選択が偶発記憶に

及ぼす効果を比較する。

方 法

実験計画 ２（選択規準；生存欲求，親和欲求）

×２（選択型；自己選択，強制選択）の要因計画。

両要因ともに参加者内要因。

参加者 看護学校の学生 名（男 ，女 ），平

均年齢は， 歳（ 。

材料 記銘語は，兵藤ら（ ）から選択された

漢字 字熟語であり，快語及び中立語を含む。記

銘リストは要因計画に対応する 条件と単語対を

カウンターバランスして， 種類作成。各リスト

は，快語と中立語が対になり，左右の位置を統制

し，生存欲求規準・自己選択，親和欲求規準・自

己選択，生存欲求規準・強制選択，親和欲求規準・

強制選択にそれぞれ 対ずつを割り当て，リスト

の最初と最後にバッファー対を１対ずつ追加し，

対から構成。これらのリストは表紙をつけた

判の小冊子。挿入課題用紙は 判。自由再生

テスト用紙は， 判。

手続き 偶発記憶手続による集団実験。

方向づけ課題 参加者は，小冊子の各ページ

にある記銘語対から「生きるためにより必要なの

は？」という質問がある場合（生存・自己）や，

「人と親しくなるために必要なのは？」という質

問ある場合（親和・自己）には，質問に該当する

単語を○で囲むように，また，一方の単語に下線

がある場合には，「生きるために必要ですか？」と

いう質問がある場合（生存・強制）には，その下

線の単語が生きるためにより必要か，「はい」「い

いえ」のいずれかを○で囲むように，「人と親しく

なるために必要ですか？」という質問がある場合

（親和・強制）には，その下線の単語が人と親し

くなるために必要か，「はい」「いいえ」を○で囲

むように教示された。練習試行を行った後，本試

行に入り，参加者は実験者の合図にしたがって，

秒ごとにページをめくり，各ページの語を記銘

していった。

挿入課題 語識別課題 分。

自由再生テスト 書記再生 分。

結果と考察

選択語（指示語）の再生率（ の上欄） 選

択語（指示語）の再生率に関する分散分析の結果，

選択型の主効果（ ）（自己選択＞強制選択）

及び選択規準の主効果が有意傾向（ ）（生存

欲求規準≧親和欲求規準）であった。交互作用は

有意でなく，選択規準による自己選択効果の違い

を見いだした豊田（ ）とは一致しなかった。

非選択語（非指示語）の再生率（ の下欄）

分散分析の結果，選択型の主効果が有意であり，

選択規準の主効果が有意傾向であった。豊田（ ）

と本報から生存欲求規準での処理が他の欲求規準

による処理よりも有効性の高いことが明らかにな

った。これらの結果は，欲求階層構造に対応する

処理（符号化）が記憶成績に反映するというモデ

ル（ ）を支持した。ただし，生存欲

求規準の優位性だけでは らのサバイバル

処理の優位性を追証しただけであるので，生存欲

求を除く階層水準間の比較（例えば，親和欲求と

知識欲求の比較）が今後の課題である。

選択型及び規準ごとの再生率

選択型 自己選択 強制選択

選択規準 生存 親和 生存 親和

選択語

（指示語）

非選択語

（非指示語）
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放課後学習支援事業における記号的媒介を通した
教員志望学生の成長過程

○富田英司（愛媛大学） 大石若奈（愛媛大学大学院）

キーワード：教師の成長，アクション・リサーチ，当事者研究

問題と目的

今教師に求められている成長は教師が今持って

いる枠組みの中では起こりにくく，ヴィゴツキー

の指摘する記号的媒介による発達としての成長が

必要である。これまでの教師教育研究では，実践

と省察の循環的過程を通した教師の成長過程が数

多く検討されているが，その中で教育実践理論が

記号体系として教師自身の発達をどのように媒介

して，実践を質的に変容させていくのか明らかに

するには至っていない。

そこで本研究は，学生主体の放課後学習支援プ

ロジェクトを研究フィールドとした当事者型のア

クション・リサーチによって，

（以下 と略， ）や

逆向き設計（ ）といった

教育実践理論の取り入れを通して，どのように一

人の教員志望学生が成長していくのか質的に明ら

かにすることを目的とした。

本研究のフィールドである愛媛大学放課後学習

教室は，愛媛大学教育学部がその隣接校区の小学

生に無料で放課後に提供する学習の場である（富

田他， ）。一週間に４回程度開催され，曜日ご

とに「外国語」「算数」等の授業がボランティア学

生により企画運営される。学生主体の活動である

と同時に，教育学部が責任を持つ事業であるため，

大学教員もその企画運営に協働参画し，現代的ニ

ーズに基づく課題を検討するための先進的な単元

が常時検討されている。

方 法

参加者 主なインフォーマントは，放課後学習支

援事業の学生代表として運営に携わる第二筆者で

ある。第二筆者は 年 月から「読み書きコー

ス」を他の学生と共に始めた。日本語の習得が不

十分な外国出身の児童等，従来型の一斉授業では，

その言語能力を発揮しにくい児童が，楽しく言語

活動に参加し，読み書きの能力を高められること

をねらって開講された。 
分析 第１筆者のフィールドノーツや議事録，学

習指導案， での書き込み内容，授業の提出物

等を対象に，記号的媒介として教育実践理論の役

割に着目して，当事者として分析した。 
結果と考察

は多様は学習者がそれぞれ効果的に学ぶ手

法として，欧米やアジア各国で実践されており，

コースのねらいに即していることから， 年

頃，第一筆者が第二筆者に紹介した。

年度１学期に は導入された。当初第二

筆者は の授業を見様見真似で実践したものの，

準備に追われ，メンバーからの疑問に答えられな

かった。 の思想と自分達の持つ前提（例「全て

の児童に同じ到達度を期待する」「苦手なことを教

えるべき」等）の衝突も見られ，毎回，実践が終

わる度に「 ，本当に意味わからん」「正解がわか

らん」といった発言がみられた。その中で， を

用いない授業を実践したいという声がメンバーか

ら聞かれることもあった。

夏休み中， の勉強会を学生が企画したことで，

自分たちの活動を理論的に振り返る機会が得られ，

自分たちが暗黙に持つ学習観が明らかにされた。

年度３学期には，大学院の授業で学んだ逆

向き設計を取り入れ，「 学期までは，ゴールが不

明確だったため，毎回の授業を考えることが非常

に難しかったが， 学期からはどんな授業がした

いかがすぐに明確になった」と第二筆者は振り返

っている。その背景には， を効果的に導入する

準備過程として，逆向き設計が役立っており，授

業や学生グループのマネジメント技術の向上も手

伝って，授業の効果が見え始めた。

他方， 年度１学期の準備段階で，逆向き設

計の考え方で学習活動を考案する過程で，培いた

い能力を要素に分け，その要素を教え込むという

要素還元主義的な学習観に依拠した授業計画に再

度戻っていることが確認された。

以上のことから，教育実践理論を媒介した教師

の発達には，①実践を支える知識・能力獲得のた

めの長期的な努力の過程，②理論的枠組を参照し

た省察を反復し，元々教育者が持つ信念に基づく

実践的行動を明確にして，より体系的な理論の理

解と応用の範囲を広げていくことが重要であるこ

とが示唆される。
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